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	 行 事 名
	甲山研修会

	実施日時
	平成２８年３月１０日（木曜日）１０時～１５時　　　天候：晴れ

	場　所
	甲山森林公園

	テーマ
	今年の冬季を振り返る・春を待つ木々の観察

	講師
	児玉勝久講師

	参加者数
	３９名

	内容
（項目と概要）
	　　「今年の冬季を振り返って」　児玉講師
　昨年は８月中旬より気温が２～４℃低い期間が１か月以上あり、１０月以降は　２～４℃高いという異常気象によりヤブツバキなどの開花が年内と早まり、ウメの開花も九州を除き早かった。この異変は花芽の分化が低温により起こり、開花は積算温度で決まってくる為と思われた。一方今年の桜の開花は、最近の日本気象協会の第３次予想によると３月の気温が高いので全国的に早くなると発表されている。
甲山森林公園の側道近くの狭い場所にメタセコイアが３本あるが、いつ植栽され

たのか不明。メタセコイアは１９５０年アメリカから２０㎝ほどの苗木が１００

本送られてきて各地に植栽されたが、近畿圏で現存するのは神戸市立森林植物

園、京大の上賀茂試験地他３ヶ所、市大私市植物園、武田薬品京都薬用植物園に
ある。
「春を待つ木々の姿を訪ねてみよう」公園内を自然観察

観察のコース　管理事務所～正面入口～自由広場～野外ステージ～展望台～

彫刻の道～みどり橋～管理事務所横

ミツマタは萼筒の先が４裂、内面が黄色になり開花。北国の春を代表する花コブシが今から一斉に咲こうとしている。三大美芽のネジキ、ザイフリボクも展葉が始まろうとしている。ヒサカキが花の盛りを迎え、ガス漏れの臭いが鼻を衝く。オオバヤシャブシ、ハンノキは垂れ下がった雄花序が花粉を飛ばし、雌花序は上向きに付き成長してきており、風媒花の姿を呈している。ハクモクレンは開花したものや、芽鱗を２個巻きつけた蕾のものも交じり花の見頃を迎えていた。

午後　ハナノキは展葉まえに雄花を付けている。アケビ等のツル植物は周りの

木々が展葉する前に逸早く成長し自分の居場所を確保し生きている。マテバシイ

の冬芽は丸くその属の特徴がよく表れている。コナラ属は５稜あり、シイ属は扁
　平、クリ属は扁平な卵形、ブナ属は断面が丸い等それぞれ冬芽に個性がある。
ツバキは雄蕊の花糸の下半部が合着し筒状。多くの園芸種がありヤブツバキ系の
ものは花糸が白く、ユキツバキ系のものは黄色となる。コバノミツバツツジは蜜
標を持つ虫媒花で、雄性期と雌性期の花が見られた。

以上　春を待つ木々の観察をして回った。

ミニ研修　１５期の田中冨美さんによる「楽しく遊ぼう」で和やかな時間を過ごした。　　アシスト　藤野さん、竹内さん　　　

	まとめ
感想
	今年度最後の観察会も無事終了し、この１年実り多い研修会を持つ事ができました。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
